
字
ん
心
均
冴
ほ
し

ご

i
J

曾
2

1

F

H

H
叶
叶
，

7
2仏
S

I

イ

ノ

来

おミ

中
腐
の
詩
人
主
応
物
な
研
究
の
対
象
と
し
、
そ
の
人
と
作
品
ハ
山
川
選
の
謀
総

州
集
十
巻
が
残
さ
れ
て
い
る
。

i
i間
部
議
刊
本
に
よ
る
と
五
五
一
一
一
昨
)
を
法

解
す
る
こ
と
つ
と
め
た
。

作
品
の
研
究
に
中
心
を
お
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
作
品
な
研
究
す
る
に
は
、

そ
の
人
物
の
伝

ιを
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
生
活
球
域
内
山
t

か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
川
相
仰
併
を
幼
け
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
り
そ
う
思
っ
て
伝
品
の
考
察
に
と
り
か
ぶ
っ
て
み
た
も
の
の
、
怠

応
物
に
開
削
す
る
限
り
、
資
料
は
き
わ
め
て
乏
し
く
、
刺
史
ル
ハ
一
般
任
し
た
ほ
ど
の

人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
正
史
に
も
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
庶
し
J
子
伝
、
成
詩
紀

茶
、
主
同
た
…
氏
、
九
引
い
い
泳
付
喪
主
ニ
ア
ぐ
っ
L
l
昇、、
h
y

う
川
て
ハ
つ
工
る

-ZJフ
J
J£
j
o

t-
一九三」はペ
r
v
r
A
i
w
F
i
4
q
w
l
y
t
zノ
ド

f
y
t
、J
L
i
j
u
t
プ

J

J

J

/

」
A
3
J
J

、、
v
f
A
J
i
L

山
中
で
は
、
本
料
史
伝
が
け
以
も
詳
し
い
が
、
銭
大
前
も
指
摘
し
rt
」
い
る
よ
う
に
、

明
ら
か
に
誤
り
と
思
わ
れ
る
記
事
を
含
ん
で
お
り
、
金
一
則
的
に
信
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
伝
記
に
関
し
て
も
意
蘇
州
集
が
大
き
な
役
割
を
は
た

す
こ
と
む
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
年
代
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
詩
は
わ
ず
か
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
諸
詳
の
る
作
業
に
と
ど
め
た
。
し
か
し
、

引

き

な

疑

問

の

一

つ

で

あ

つ

つ

い

て

は

納

得

し

た

つ

ミ

る。

文
要
己
目

か
つ
に
な
る
の
は
、

ち
る
υ

詩
集
ょ
っ
見
出
さ
れ
る
人
物
と
日
山
分
け

て
考
祭
し
て
み
た
リ
ハ
山
ぷ
上
込
山
て
米
る
人
物
は
、
絞
然
、
奈
糸
、
劉
長
卿
な

ど
、
問
、
五
人
に
す
ぎ
な
い
の
が
、
寄
贈
、
例
答
の
部
を
中
心
に
、
詩
集
中
よ

り
統
討
を
と
っ
て
み
る
と
、
驚
く
ほ
ど
多
く
の
人
名
が
浮
か
び
上
る
。
し
か
し

そ
れ
と
て
も
、
蚊
だ
け
の
人
や
伝
記
を
知
り
ょ
う
の
な
い
人
ば
か
り
で
、
そ
こ

か
ら
京
応
物
を
球
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
大
踏
の
十
才
子
と
呼
ば
れ

る
人
々
の
う
ち
、
十
字
説
、
討
中
手
の
名
が
見
え
、
泣
郊
と
の
交
際
も
あ
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
関
係
を
追
求
し
て
、
中
庶
詩
…
況
に
お

け
る
意
応
物
の
位
泣
J

也
知
る
子
、
い
か
か
り
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。

次
は
、
持
の
考
察
で
あ
る
つ
詩
の
考
祭
の
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
私

は
、
頻
度
数
も
多
く
、
立
依
'
州
詩
の
特
色
と
考
え
ら
れ
る
三
円
一
「
明
」
寸
断
)

「
淡
…
「
出
」
「
孤
ー
一
己
資
立
し
、
そ
れ
、
に
川
、
ど
の
よ
う
な
形
で
詩
中
に
表
わ
さ

れ
、
ル
一
け
な
ど
の
よ
う
に
特
色
づ
げ
て
い
る
か
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

、、

一
は
も
強
く
詩
問
刊
を
特
微
づ
け
て
い
る
訴
は
「
浩
一
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
の

が
「
関
」
で
あ
y

つ
う
。
「
清
一
一
は
、
清
泉
、
治
謀
、
清
風
等
と
用
い
た
も
の
、

清
と
単
独
二
用
い
た
も
の
、
合
計
す
る
と
一
一
二
六
閉
山
て
来
る
、
が
、
い
ず
れ
も

詩
二
、
澄
み
き
っ
'
た
清
ら
か
な
雰
間
気
を
深
よ
わ
せ
て
い
る
。
露
や
風
、
来
や

川
川
二
「
礼
的
一
を
感
ず
る
の
は
沼
状
…
の
こ
と
と
し
て
も
、
筋
や
山
、
臨
め
に
ま
で
、

涜
ら
か
さ
を
感
ず
る
主
ぃ
泌
物
の
「
清
ご
い
対
す
る
感
党
位
、
兵
常
な
ま
で
に
鋭

い

合

冷

や

か

な

ま

で

に

滋

ノ

ら

出

る

治

列

な

詩

立

、

の

大

り
一
つ
で
よ
一
γ
r
Q
C
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と

並

ん

で

、

数

多

く

別

い

ら

れ

、

の

に
叶
陶
」
が
あ
る
。
「
山
間
」
は
、
一

O
閉
山
用
い
ら
れ
、
陶
林
、
間
科
、
問
居
、

断
草
な
と
、
奥
深
い
、
前
か
な
館
、
Z
で
あ
る
の
が
、
立
応
物
の
一
;
陥
い
い
の
境
地

は
、
出
く
わ
び
し
い
も
の
で
は
な
い
。
己
的
問
」
と
合
わ
せ
用
い
た
例
も
あ
る

よ
う
に
、
常
に
、
切
る
さ
、
清
ら
か

3
を
た
た
え
て
い
る

0

2何
一
は
、
二
川
一

と
し
て
の
独
'
け
の
特
色
な
持
ら
な
が
ら
、
一
J

山
間
一
の
山
ー
に
も
流
れ
こ
ん
で
い
る

、ノ
fF

トヤ立川ノ'、ノ
f
u

円
V

円
L

Jノい

/
K

「
叩
一
…
間
二
!
山
間
い
に
加
え
、
切
る
さ
も
企

zb物
の
叶
い
界
〆
一
添
う
も
の
で
あ
プ
r

一円J

お
だ
や
か
仕
切
る
三
で
あ
り
、
澄
ん
だ
切
る
さ
で
あ
る
ι
そ
し
て
又
、
一
切
一
と

い
う
訴
を
川
い
な
い
と

4
ん
に
か
も
し
出
さ
れ
る
切
る
さ
も
特
色
で
あ

r?っc

史
に
、
小
川
的

rμ
然
観
か
ら
様
、
さ
山
主
れ
/
り
つ
引
l
一
と
一
i

係
」
の
境
地
、
淡

F

け
な
詩
境
へ
の
あ
戸
)
い
か
れ
、
陶
活
を
来
し
み
、
肝
い
か
ら
趨
然
と
し
て
、
日
仲
れ
な

愛
す
立
応
物
の
ん
1
一
活
態
一
皮
も
、
彼
の
詩
の
特
色
の
…
端
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

「
附
問
」
は
、
「
清
」
や
「
川
引
)
の
境
地
な
含
み
、
一
治
:
一
も
又
、
「
明
ー
一
や

「
淡
い
と
共
通
す
る
も
の
合
持
っ
て
い
る
。

以
上
は
、
内
谷
両
か
ら
の
特
色
で
あ
る
が
、
形
式
耐
よ
り
見
れ
ば
、
ー
一
丘
一
一
一

l

-

‘
;
1
-
J
E
口
三
一
、
し
ん
j

ノ
4
1
3
，k
到
山
口
二
ノ
、
。
‘
し
f
i

〉
い
a
C
土
、
ー
¥
一
川
d

Jド
ベ
ヌ
一
仁
4
4
p
i
u
tノ
1
ノ
ラ

j

ノし
l
l
u
l
l
-
-
i
立
て
し

1
1
d
l
r
j
M
/
/

形
式
、
が
位
も
多
く
、
十
二
旬
、
ト
ム
ハ
匂
形
式
か
そ
れ
に
続
い
て
い
る
心
岐
然
と

の
逸
話
か
ら
も
、
五
二
日
比
古
川
げ
止
と
し
て
い
た
戸
)
と
が
知
ら
れ
る
が
、
戸
一
れ
に

よ
っ
て
も
、
ぷ
応
物
は
、
十
円
『
三
日
十
日
体
作
合
川
川
立
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

コ
汗
ご
っ
/
説
。

u
v
w

、
/
d
J

ど
り
兵
日
L
V

工
二
て
も
、

t

L

]

，

句

供
与
す
ベ
ぎ
問
川

つ
も
り
で
あ
る
。

‘
J

一手干し、

t
L

U
4
ト
グ
ー
り
ご
}
イ
カ
子
パ
汎

/
Sノ

JU
一
り
ま
と
め
は
つ
汁
て
み

マ
γJJ
問
主

試

ろん
長!nl

平

大

茂

方iJ

←什

コぃ

「
?
ょ
一
主
一

L
二
口
4
r
-
P
1

ノ
五
久
品
、
J
A
L
一

~iJ一
F
L
f

一以
F
4
γ

ソ
一
、
¥
ブ
一
一
ジ
ト
，
，
L

fバ
u
v
J
p
v
rペパ

'F-
一」ノ
4

'

v

不
一
ノ
J

一ノメノ

月

η
問
、
一
野
草
一
と
い
う
一
円
一
逝
の
も
と
二
、
断
抗
し
て
主
か
れ
た
二
三
篤
か

ら
な
る
山
市
三
詩
集
で
あ
る
t

そ
れ
は
刊
行
込
の
二
郎
集
一
一
も
の
ぼ
る
作
品
集
の
中

び
創
作
年
一
、
ょ
の
ァ
Q

一
附
域
-
子
一
的
位
t

一
に
い
抗
く
J

わ
の
で
あ
り
、
時
期
的
に
は

一
;
約
一
川
い
一
行
川
引
所
と
一
反
政
し
、
あ
と
の
方
辻
問
恕
的
作
品
一
朝
花
タ
拾
」
と
J
U

軍
一
'
な
っ
て
い
る
。

私
が
こ
戸
二
二
試
み
よ
う
と
し
た
の
は
、
一
日
で
い
う
な
ら

1
、
こ
の
散
土
日

の
作
品
位
界
一
の
分
析
と
い
う
〆
了
乙
で
あ
り
、
一
野
草
」
と
い
う
作
品
論
を
や
る

戸
)
と
に
よ
っ
て
、
一
氏
核
弾
…
と
い
わ
れ
た
科
込
の
人
間
像
一
一
接
近
す
る
?
」
と

で
あ
っ
た
む

そ
の
た
め
，
一
、
一
針
計
十
…
'
乞
う
み
だ
し
た
作
お
の
発
担
や
表
現
、
さ
ら
に
は

と

J

Z

j
一〉刊日
JY2
ど
H
P
J

夏
、
/
、
一
!
と
一
込

y

一
つ
工
と
ん
子
号
人
1
1
1
-

〉
-
と
L
二

!

J
A
ν
H
H
f
d
d
Hいいえ
j
f
J
J
J
Z
L
y
i
μ
F
一
f
J
i
コ一、
γ

法行ハ
j
j
U
4
一
主
主
生
i

〕

A

コL
h

，工汁けおと古川
j
人

/
P
、
〉
上
u
p
，re
/

-

]

ト

3
4
3
〉
!
久
治
川
1
ノい
γ
「ハ」〉

¥

H
リ
FH了

j
O
〉

っ

f
i
y
vじ
だ

f
s
l
J
F
ジ
パ
叫
川
市

L
'
T
tパ
J
刈

J
U
H
V
υ
d
l
〆

d
l
/
日イト
1iJν

作
い
ハ
悩
の
跡
を
さ
ぐ
り
、
そ
r

)

か
ら
彼
の
思
想
が
、
戸
」
の
「
野
行
十
)
を
い
う
み
出
す

ニ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
変
ソ
た
か
を
考
察
し
、
科
迅
は
不
変
で
あ
っ
・
た
と
い

う
竹
内
読
と
町
村
ぬ
化
冶
…
か
ら
っ
、
ル
ク
ス
よ
義
一
へ
と
い
う
主
に
新
小
川
に

い
ぺ
引
け
る
公
式
的
見
糾
へ
の
'
什
止
な
り
の
検
討
合
行
な
い
た
い
と
り
ヴ
え
た
の

引
い
た
ご
叫
山
手
rw

こ
い
ベ
ノ
作
品
な
分
析
す
る
し
し
一
で
、
ド
一
一
い
ぷ
ど
と
い
う
一
丸
山
J

ぱ

子
か
か
り
と
し
た
~
と

3γ
づ
り
止
、
…
計
十
平
…
の
壮
界
一
か
幻
恕
的
手
恕
的
誌
の

ト
F
1
「
F

7
小

r
J
q
j

、
L
h

十
一
ー
、
ノ
パ
マ
三
031iUF
吋
」

j
Mはご、ノ
i
u
I

、:Jに
i
ぺ仁一こいーへ
p

f

」i
く

J

h
ゾ
二

れ
い
づ
J

J

寸

f
B
f
r
y
-
し

れ

μ
i
1
J
t
e
v
ド
告
と
ジ
ヰ
九
日
ね

y
hゾ
ペ
ド
ム
〉
‘
〈
令
〆

'
N
υ
J什
P

れ
に

は
成
り
し
F
L
-
J

し
る
と
似
ぺ
心
し
た
か
ら
て
あ
る
、
作
名
人
口
身
…
訪
大
山
…
託
、
就
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ハ
心
散
文
詩
j
)

ハ
内
川
選
集

rH序
〉
と
い
い
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
、
日
)

い
る
の
も
、
以
上
の
理
由
に
よ
る
か
ら
だ

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

「
夢
」
な
る
…
市
川
は
、
「
野
本
}
二
山
み
ら
れ
、
二
ご
と
い
う

話
そ
の
も
の
は
な
い
に
し
て
も
、
間
附
川
山
中
の
出
米
主
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る

「
拶
的
告
別
」
や
「
好
的
欣
市
己
を
数
え
る
と
、
一
二
円
相
に
な
る
。
ま
た
、
抱

コ
ゴ
ミ
ミ
一
、
/
ア
て
し
-
J
f
J
Fム
j

工、

r
で
二
一

L
J
1
k
J
号
、
ト
位
、
、
j
h
¥
1
1しぜ

内

μ
L
、

J
f
J
J
n
J
i
f
v
l
:
;
一
j
て
ノ
ノ
1

1

J

i

h

主
主
ノ

i
J」

を
「
新
青
年
」
誌
上
に
発
表
し
た
ヅ
て
の
け
に
、
口
、
古
川
詩
第
一
作
と
し
て
「
夢
」

と
バ
う
怒
り
勺

rり
ハ
局
主
主
L

て
い
ゆ
〕
、
問
寸
与
式
r
i
い
や
こ
「
一
し
:
二
J

〉

d
i
H

〈、
L
1
1
H
じ
L
i
i
u
J
λ

小小
j
u

汁、
¥
J什

J
十
イ

i

一川
J
Wソ
i
l
-
-
ι
l山

f

一寸ノ一司

ζ
A
u
f
-
H〆

に
も
「
技
在
年
古
時
候
む
砂
川
村
れ
倣
過
許
多
夢
」
と
一
品
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
夢
い
の
例
が
…
械
に
同
一
別
法
だ
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
そ
こ
か
ら
、
科
込
の
丈
学
を
う
み
出
す
完
似
の
一
つ
の
形
体
、
が
う
か
、
が
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
り
が
私
の
結
論
の
一
つ
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
こ
の
辺
ど
な
る
ほ
川
の
内
山
け
の
推
移
に
よ
っ
て
、
科
込
山
身

の
思
惣
上
の
変
化
の
過
紅
全
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
。
つ
ま
り
4

、
口
一
品
川
詩
寸
前
ど
に
お
け
る
「
閥
米
鰯
米
!
明
白
的
事
、
1

一
と
い
う

多
少
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
約
賦
の
さ
け
び
が
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
続
け
て
さ
げ
ば

れ
て
お
り
、
一
九
二
江
年
明
の
格
迅
の
精
神
な
あ
る
同
で
象
徴
'
す
る
「
的
保
)

と
い
う
一
託
業
の
小
に
も
み
ら
れ
る
し
、
「
路
没
没
比
ハ
什
伊
達
今
、
十
九
一
問
符
と
下
町
求

宗
一
に
集
約
さ
れ
る
そ
の
当
時
の
彼
自
身
の
内
部
に
お
げ
る
一
つ
の
主
段
、
ふ
、

ふ
J

人
詩
と
し
て
形
象
化
さ
れ
た
の
で
あ
ん
う
と
お
も
う
コ
ぞ
し
て

作
の
「
秋
夜
」
の
中
の
「
小
粉
紅
花
的
夢
…
f
/
}

ハ
れ
徒
の
作
ご

と

の

対

象

一

い

ら

、

こ

の

を
二
三
、
二
〉
い
J

じ
γ
j
f
t

，
と
て
一

U

〉!小、

J

九
一
一
、
コ
ネ
j

ァ、J
h

千代一、、ノヨリ

と
hu--k，
f
i
J
c
d
f
、

一

斗

ノ

、

i
み
イ
L
f
z

，J
ちイ

γ
干
人
ぴ
口
打

開
企
と
つ
ま
い
て
い
た
外
的
条
件
で
あ
り
、
具
体
的
に
さ
す
な
ら
ば
「
新
青
年

必
読
H

に
に
の
間
版
、
右
前
大
事
件
と
そ
れ
に
関
す
る
隙
間
接
ら
現
代
汗
品
派
に

対
す
る
…
ー
打
法
水
狗
}
!
こ
も
い
う
べ
き
透
徹
し
た
品
や
の
態
皮
で
あ
っ
?
に
と
い

う
」
「
ご
「
ノ
心

J

f

‘

十炉
、
す
る
心
一
野
市
い
は
、
叶
訪
ね
一
と
い
う
一
パ
業
r
f

…
象
徴
い
ぐ
れ
る
、
一
時
期

に
お
け
る
科
込
f

什
身
の
峰
山
町
山
…
を
見
定
め
る
た
め
に
円
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
、
そ
れ
以
後
彼
が
あ
一
ま
り
創
作
ら
し
い
も
の
を
発
表
せ
ず
、
日
料
ぃ
広

ケ
人
い
形
式
の
よ
り
ば
接
的
表
現
性
に
と
む
批
一
北
の
方
向
へ
進
ん
で
い
?
に
、
一

つ
つ
見
丹
バ
と
、
吋
ノ

1
3
コ

ε主
£
、
川
、
三
二
フ
コ
、
人
ふ
と
u
h川

L

一
、
工
、
工
、
乙

J
i
U
A一
け
れ
J

品
川
A
L
Jぺ

/
a
d
v
t
T
L
，y
a
ζ
l
d
よ

J
U
J山
本
士
一
日

!
ι
L
P
l
L
F

f
h

ご
う
'
~
ノ
ミ
J

G

「

t
J
A
μ
H
ノ

J
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(
一
九
六
二
、
二
、
二
三
夜
)

( 31 ) 

孟

交E
下
十
i
B

1
1
ノ

1
d
A
1
 

究

j主!

7
J寸
J

Y
ノ
ヤ
9
トi
 
i
 

比
郊
の
詩
で
、
誌
も
人
口
二
腕
叉
し
て
い
る
ー
も
の
と
い
え
ば
、
恐
ら
く
「
遊

子
吟
j

一
や
「
古
川
総
別
一
で
あ
デ
?
っ
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
だ
け
と
い
う
感
じ
も

す
る
手
私
も
初
め
て
孟
郊
に
接
し
た
作
品
が
、
こ
の
一
石
川
で
あ
り
、
彼
の
第
一

印
象
ι

は
、
二
、
れ
ら
の
よ
う
な
お
だ
や
か
な
ム
!
ド
ど
っ
た
。
と
こ
ら
が
、
F

アれ

コ
、
多
分
F

日
統
的
な
設
の
誌
側
?
り
来
る
偏
れ
ん
で
あ
っ
て
、
決
し
て
こ
れ
が

よ
出
い
こ
と
は
、
最
近
の
新
中
凶
の
一
五
郊
の
評
価
に
よ
っ
て
知
つ

守〉

』
、
」
円
v

m
l
'
 

グ
ル
ー
プ
に
臨
し
、
大
野
史
之
初
氏
は

古
学
派
」

1
f
一称



し
た
が
、
伝
統
的
な
儒
教
の
倫
理
思
想
を
ふ
り
か
ぎ
し
た
一
派
の
中
心
的
存
夜

の
…
人
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
の
詩
作
の
ヂ
ネ
ル
ギ
ー
も
そ
れ
二
依
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
古
代
の
斑
想
的
信
教
治
神
戸
山
法
っ
て
、
政
治
に
参
加
し
、
理
想
的
社

ん会一刀μ
の喰突突ん〈一現
f

い~寄何滑川レ与sチ
デ
し
た
い
と
い
う
非
A

常V市山に強い悶盟…訊抗み、
J

が
J

が山}すすべナて、の出発ト点け川…と苫なな

つ
て
い
守
る

Qτ
φ
彼
の
詩
の
山
故
以
大
の
テ
i
マ
1
「人~事巾争引
f

一iiiiiill1、
?3{$φ

会
、
人
心
、

1
f
一
か
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
何
等
か
の
怠
味
で
こ
の
テ
i
マ
と
玄

識
的
な
は
結
の
な
い
作
品
は
磁
め
て
少
な
い
事
ナ
り
も
、
そ
の
関
心
の
強
さ
が

知
ら
れ
る
。
そ
の
関
心
は
非
常
に
ゆ
と
り
の
な
い
性
急
な
追
求
心
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
る
の
孟
郊
の
性
格
と
し
て
先
ず
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
極
め
て
一
途
で
純

粋
な
性
格
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
怠
味
で
彼
の
詩
を
方
向
づ
け
る
働

支
‘
合
し
て
い
る
。
題
材
へ
の
執
芳
、
日
二
一
列
川
弘
法
へ
の
執
芳
、
或
は
法
認
の
民
間

の
泌
さ
、
想
的
開
力
の
乏
し
さ
、
な
ど
が
物
語
る
よ
う
に
、
孟
郊
の
詳
の
顕
著
な

性
格
と
し
て
、
凝
集
性
、
か
強
い
と
い
う
こ
と
、
或
は
拡
伝
的
能
力
に
乏
し
い
と

い
う
こ
と
、
克
に
一
一
古
川
い
か
え
れ
、
ば
、
内
側
に
向
う
千
不
ル
ギ
i
ム
グ
一
持
つ
と
い
う

こ
と
が
誌
え
る
よ
う
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
意
識
の
あ
ら
わ
な
、
市
接
的
表
現

が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
常
に
務
械
的
な
対
象
へ
向
っ
て
何
物
を
も
っ
き
つ
め
ざ

る
を
件
な
い
性
急
な
追
求
心
が
強
く
存
在
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
彼
の
詩
句

の
あ
ら
ゆ
る
而
で
み
ら
れ
る
湖
町
一
判
的
な
操
作
は
、
必
然
的
に
こ
の
よ
う
な
性
w怖

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
種
の
「
観
念
の
陀
界
」
に
ま
で
入
り

こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
沿
え
る
。
社
市
と
占
郊
と
は
数
々
の
聞

で
共
通
点
在
持
つ
。
つ
ま
り
、
政
治
、
社
会
に
対
す
る
大
き
な
関
心
、
ド
ン
・

キ
ホ

i
一
ア
的
な
班
想
主
義
者
で
あ
る
が
、
一
向
に
政
治
家
で
な
い
点
、
不
正
た

も
の
に
対
し
て
あ
く
ま
で
も
叫
び
つ
づ
け
る
、
午
マ
ジ
メ
な
誠
主
主
¥
不
存
な
も

の
へ
の
関
心
、
等
々
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
河
北
な
決
定
的
に

ひ
き
離
す
も
の
は
、
こ
の
「
観
念
の
陀
界
い
と
い
う
こ
と
で
あ
r
?
?
J
た
と
え

Jq
…
社
措
法
「
生
活
t

一
三
見
る
一
併
が
あ
っ
た
り
自
ら
の
生
活
を
し
み
じ
み
と
味
わ

う
態
度
、
が
あ
り
、
一
史
二
之
、
生
活
を
営
、
む
一
一
切
の
も
の
乙
対
す
る
愛
情
へ
と
拡

が
?
を
見
せ
て
行
っ
て
い
る
ミ
そ
戸

τ
三
一
博
愛
主
義
的
指
神
の
芽
生
え
る
芸
品
慌

が
あ
っ
ち
に
つ
主
郊
子
市
一
;
生
活
j

ご
ざ
べ
て
い
な
い
べ
J

身
近
な
生
活
の
中
。
訴
事
象

を
、
何
一
一
羽
以
前
の
ま
ま
二
挑
め
る
よ
り
は
、
ょ
っ
大
さ
な
、
政
治
、
社
会
と
い

っ
た
J

わ
り
な
眺
め
ざ
る
を
仰
げ
な
か
っ
た
ふ
彼
り
「
古
の
精
神
t

一
法
ま
だ
臨
め
て

抽
象
的
な
段
階
で
あ
り
、
「
生
活
一
の
中
二
消
化
さ
れ
る
に
ほ
程
遠
い
も
の
だ

っ
た
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
つ
つ
ま
り
、
終
倒
的
な
対
象
i
i
j
よ
り
根
本
的
な
も
の
、

よ
り
原
連
的
な
も
の
へ
と
接
近
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
お

法
な
「
観
念
の
世
界
;
一
か
ら
は
説
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
人
間
に
対
す

る
興
味
心
持
ち
万
二
し
て
も
、
社
市
が
よ
り
人
間
感
情
を
重
ん
じ
る
風
で
あ
る

な
ら
、
サ
小
山
郊
ー
よ
り
徳
性
J
d
一
一
息
ん
じ
る
と
い
う
胤
で
あ
る
。
新
中
間
で
最
近
お

く
評
他
さ
れ
て
い
る
「
人
民
詩
」
に
つ
い
て
み
て
も
、
社
市
が
、
生
活
者
と
し

て
、
よ
り
人
民
に
近
い
は
一
区
一
山
立
つ
事
が
可
能
で
あ
っ
た
の
に
比
し
、
泣
郊
に

は
よ
り
お
い
位
泣
、
傍
観
荘
的
位
脱
か
ら
眺
め
た
態
度
が
波
一
昨
で
あ
る
。
人
民

へ
の
真
の
同
市
l

え
よ
り
担
z

不
的
な
も
の
へ
の
志
向
の
か
げ
に
隠
れ
て
し
ま
う

と
い
う
性
格
は
、
孟
郊
に
と
っ
て
如
何
と
も
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

誌
郊
の
詩
は
古
来
、
「
旬
、
渋
」
「
窓
渋
j

一
「
出
品
ご
な
ど
の
許
認
を
以
て
排
斥

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
ら
こ
れ
等
の
窓
味
す
る
一
併
は
、
等
し
く
、
「
設
か
さ
」

「
の
び
ヤ
か
さ
の
不
足
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
彼
の
一

途
な
佐
格
、
性
急
な
追
求
心
、
甚
が
し
い
辺
智
性
な
ど
の
も
た
ら
す
結
果
で
あ

る
と
見
ら
れ
る
φ

諒
郊
の
芯
人
と
し
て
の
限
界
の
一
副
は
た
し
か
に
こ
こ
に
示

5
L
C
、
3
r
L
レ
〉
〉

3
0
J
、/、

9
1
t

乏
出

1
勺

J
7
リ
J
f
d
h
ザ
ヘ
ノ
こ
ペ

L
F〉

、
3
2什
ず

L
ノ

ず

可

/

/

ぜ

l
L
ムパ

i

一i
y
F
L
u
-
w
y
H
j
v
J
J
ζ
f
v
i、
j
~
υ

性

格

山

、

か

与

え

っ

て

五

郊

い

る

向

し

さ

も

あ

る

。

「

生

活

」

仏
、
「
感
情
…
江
沿
却
さ
れ
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し
ま
っ
て
い
る
、
か
、



よ
り
表
制
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
、
か
あ
り
、
ま
た
、
非
常
に
向
い
凝
縮

抗
を
持
つ
が
放
に
、
そ
の
作
品
は
子
不
ル
ギ
!
の
結
集
さ
れ
た
、
相
汚
に
燃
泣

い
よ
〉
ケ
辺
、

d
v
n
J
L
了
ち
ょ
〉
亡
、

2
釘
M
H
J

心、降、
1
1

へa
e
J

ミ

仁

、

ミ

‘

つ

で

う
y
J
O

L

ド
二
U

1
ド
し
J

1

G

、t
J
j
v
v
L
、
/

'

J

吐

九

ト

V
J
u
μ
J
l
A
」

ん

力

f

v

h

d

ノ
6

詩
綾
田
風
の
中
の
文
形
態
の

諸
要
素
に
関
す
る
考
察

iH母

夫

私
は
川
一
一
川
経
同
夙
の
中
で
原
始
時
代
の
文
学
が
如
何
に
発
生
し
、
そ
れ
が
如
何

に
叫
開
閉
し
て
米
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
お
の
題
自
の
も
と

に
間
風
を
考
察
し
た
。
考
察
の
脳
停
と
し
て
ま
、
ず
ほ
以
の
外
形
上
の
著
し
い
特

色
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

ー
、
形
容
鮮
に
関
す
る
考
察
Q

ω一
一
字
で
表
わ
さ
れ
る
形
待
辞
が
任
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ら

は
全
て
擬
声
話
、
擬
態
語
と
み
て
よ
い
と
思
う
。

約
一
宇
で
表
わ
さ
れ
る
形
容
訴
は
助
辞
と
合
し
て
二
字
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
と
い
う
こ
と
。

川
付
渡
仏
倒
的
表
現
「
如
J
」
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
0

2
、
匂
末
の
助
辞
に
関
す
る
考
察
。

3
、
折
り
返
し
句
(
リ
ブ
レ
ー
ン
〉
に
関
す
る
考
察
。

4
、
各
詩
篇
の
歌
い
出
し
と
そ
れ
に
続
く
匂
の
関
係
の
考
察
む

5
、
対
旬
、
対
偶
に
関
す
る
考
察
。

6
、
悶
風
の
中
の
特
殊
な
諮
旬
、
又
は
頻
出
す
る
詩
句
に
関
す
る
考
察
。

叔
、
伯
、
孟
姿
、
子
、
入
、
士
、
女
、
心
之
愛
会
、

以

と

の

考

察

に

よ

っ

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

が

コ
、
〉
こ
υ

、、、ォミ
A

I

い
立
行
と
、
コ
C
L
I
、JJ
ト

f
d
こ
こ
主
i
i
u
k
£

?22刀
¥

丈

J
バ

い

i

1

J

!

と
J
H
J」

L
4
v
iノ
〆

十

、

/

」

1
r
{
l
i
t
i
y

い
心
こ
の
一
中

f:…
一
主
わ
め
て
単
純
素
朴
な
も
の
か
ら
的
人
の
創
作
と
考
え
ら
れ

る
も
の
ま
で
、
三
わ
め
て
広
範
刊
な
持
、
が
含
ま
れ
て
い
る
つ
次
に
以
上
の
考
祭
在
一

歩
々
に
し
て
川
町
内
の
中
に
片
品
川
非
同
(
出
口
一
一
hL
ロド
5
2
)
の
段
も
原
初
的
形
J

点

の
け
ル
ら
れ
る
も
の
、
叙
私
的
炭
素
の
一
位
勢
な
!
り
の
、
日
行
情
的
安
京
の
俊
勢
な
も

の
、
倒
的
要
素
の
優
勢
な
も
の
が
ど
の
よ
う
に
合
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
-
ア
乙

を
考
察
し
た
り
ま
ず
同
胤
の
諸
詩
篇
を
内
容
上
か
ら
次
の
よ
う
に
分
知
し
て
、

会
々
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
〉

-
R
、
草
怖
政
o

采
銃
枚
。

:
j
l
j
i
:
 

3
、
と
は
ほ
同
大
。

4

b

'

主
小
心
択
。
は
司

3
、
品
川
川
主
其
の
他
の
人
を
設
え
る
歌
0

1
、心ハザ、
j
ハノル八
.
0

ソーソ
J
a
f
υ

ロ
打

:
:
:
ー
i
j
j
C
3

5

作
w
q
f
}
い
川
M
W
J
1
ノマ

G
m
m〈

6
、
恋
愛
の
歌
。

7
、…
4

止
の
悲
し
み
を
歌
う
も
の
0

3
、
l
、?ノ

r
c
f
J
1欠
。

正
£

j
j
J
C
h
つ
l
t
pヘ
目
白
斗

9
、
そ
の
能
。

。、一、
nMリ
£
〉
〉
0

1

ム
ス
，
H一
千

J
4可。

一
番
問
題
と
な
る
の
は
民
誌
持
蹄
の
最
も
原
初
的
な
誌
と
劇
的
要
素
の
優
勢

な
詩
と
の
ふ
弘
加
を
何
に
よ
っ
て
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

に

つ

い

て

、

、

ま

い

で

中

め

っ

た

。
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と
い
う
乙
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ

採
薪
一
故
、
君
主
茶
の
他
の
人
を
設
え
る
秋
、
恋
愛
散
の
中
に
多
く
合



ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
大
変
明
る
い

姿
の
悲
し
み
を
歌

う
も
の
、
人
を
そ
し
る
歌
に
多
く
揺
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
篇
に
は
陰
う
つ

な
雰
間
気
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
中
に
は
か
な
り
技
巧
的
手
法
の
見
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
。
例
え
ば
「
関
雌
」
「
撃
談
」
「
東
山
」
(
お
生
」
等
で
あ
る
。

叙
事
的
要
素
の
優
勢
な
詩
は
数
少
な
く
、
自
分
は
「
駒
脇
」
「
符
風
」
(
依
」

「
忠
之
万
中
い
「
七
月
い
等
、
か
こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
た
の

又
各
々
の
袈
紫
の
優
勢
な
け
付
篇
と
詩
の
形
(
句
の
数
、
意
の
数
、
良
一
抗
体
か

石
か
等
)
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
た
が
、
自
分
は
そ

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
が
、
次
の
こ
と
、
だ
け
は
、

は
っ
き
り
と
わ
か
っ
た
。

劇
的
要
素
の
優
勢
な
詩
は
一
般
に
勾
数
、
車
数
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
。

行
情
的
要
素
の
優
勢
な
詩
に
つ
い
て
は
位
詠
休
又
は
そ
れ
に
近
い
形
を
と
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
り

叙
心
不
的
要
素
の
優
勢
な
十
刊
に
つ
い
て
は
弁
本
を
記
サ
で
表
わ
せ
ば

A
B
C
-

:
式
の
非
仇
抗
体
な
と
っ
て
い
る
し
、
又
長
続
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ

は
秋
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
朗
吟
さ
れ
た
、
一
品
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
r

け
分
は
考
え
た
。

中
国
児
童
文
学
小
史

}広

!汀

夜

由

斗

A
A

i

-

-

ー

か
ね
て
か
ら
興
味
は
持
つ
て
い
た
、
、
か

し、
".、、
仏

つ
バ
て

d
l
v
 

卒
誌
の
テ
i

マ
と
し
て
自
の
前
に
設
い
て
み
る
と
、
殆
ん
ど
無
か
ら
出
発
す
る

の
と
陀
乙
で
あ
っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
方
面
の
ま
と
ま
っ
た
芳
書
も
見
当

ら
な
い
の
で
、
ま
ず
全
体
の
状
況
を
知
る
事
、
が
第
一
と
忠
い
、
挺
史
の
形
に
ま

と
め
て
み
た
f
J

全
体
は
六
つ
の
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
心
序
訴
に
於
て
は
、
論
文
を
割
以
く

に
当
つ
て
の
'
円
分
の
立
場
を
明
確
に
す
る
為
に
、
中
国
の
場
合
に
限
ら
な
い
児

意
文
学
一
殻
訪
の
形
で
、
児
玄
L

ス
学
の
定
義
や
内
容
、
問
題
点
字
に
つ
い
て
述

べ
た
後
、
中
国
の
場
合
の
特
殊
性
と
そ
れ
に
附
随
し
た
問
題
点
(
扱
う
上
で
の

心
不
も
)
に
つ
い
て
つ
け
加
え
た
。
次
の
第
一
意
で
は
、
人
一
七
時
代
を
通
観
し
中
凶

児
意
文
学
史
の
大
ま
か
な
流
れ
を
把
握
し
て
時
代
区
分
を
行
な
っ
J
に
。
そ

L
て

第
二
準
以
下
第
五
章
ま
で
が
各
時
代
に
つ
い
て
の
制
論
で
あ
る
。
そ
の
時
代
比

分片山、
H

民
国
成
立
以
前
υ

(

第
二
点
以
)
》
川
口
氏
凶
成
L
一
υ
ん
か
ら
抗
日
戦
争
前
ま
で
υ

(
第
一
一
一
江
)
、
円
抗
日
戦
と
内
戦
の
時
代
υ

〈
第
四
巾
)
、
」
和
小
川
成
立
以
後
μ

(
第
五
主
)
の
四
つ
で
あ
る
が
、
中
間
児
童
文
学
り
除
史
は
、
大
き
く
、
戦
前
と

戦
後
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
私
は
考
え
た
。
一
両
者
の
問
に
は
非
常
に
大
き
な

断
摺
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
つ
の
時
代
に
挟
ま
っ
て
戦
乱
期
、
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
戦
前
的
な
も
の
と
獄
後
的
な
も
の
の
双
方
、
が
、
出
入
さ
れ
、
川
似
r

リ
な
も
の

も
加
わ
っ
て
一
つ
の
一
時
代
性
格
を
形
作
っ
て
い
る
と
み
て
て
平
を
設
け
た
の
で

あ
る
が
、
実
際
心
は
、
作
品
数
が
少
な
過
さ
て
そ
の
性
格
は
は
っ
き
り
は
出
て

米
な
か
っ
た
c

時
代
を
一
心
η

て
簡
単
r

一
内
定
を
述
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
第
二
よ
い
(
円
以
人
目
成

ι以
前
打
)
で
は
、
小
川
出
乙
三
一
近
代
児
JAW-
十
人
山
十
以
前
の
前
近
代
児
'VM
之
八
千
と
も

イ
円
う
ベ
キ
ヰ
の
〈
け
し
本
で
よ
川
会
え
ば
一
御
伽
京
子
」
や
「
仮
名
作
円
十
子
!
一
等
)
が
作

在
し
な
い
と
い
う
こ
と
な
述
べ
、
そ
れ
ら
の
代
用
と
し
て
円
山

y~争
中
に
み
ら

れ
る
先
主

y、
中
性
μ

を
問
題
一
…
し
て
み
た
ー
は
一
同
五
演
義
い
「
水

く34) 



「

間

併

記

」

を

取

り

K
げ
た
。
以
下
同
様
に
(
)
内
は

扱
っ
た
作
品
名
で
あ
る
)
。
そ
し
て
第
一
二
本

(

H

民
間
成
立
か
ら
抗
日
戦
前
ま

で
H

)

で
は
、
そ
の
様
な
中
間
に
於
て
、
児
京
文
学
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
る

所
の

J
川
市
一
尊
重
μ

の
考
え
を
最
初
に
持
っ
た
人
と
し
て
科
、
心
と
周
作
人
の
一
存

主
に
ふ
れ
た
。
特
に
周
作
人
の
一
児
童
文
学
四
品
の
方
出
で
の
活
躍
ロ
ー
児
京
又

学
小
論
」
「
児
京
劇
」
序
論
、

E
-
T
-
C
)
は
注
目
に
似
す
る
と
思
う
O

B
万

際
の
創
作
で
は
、
業
抑
制
鈎
に
中
国
最
初
の
京
話
集
つ
和
草
人
い
(
一
九
二
二
年
)

が
あ
り
、
そ
の
後
の
彼
の
活
躍
(
童
話
集
士
川
代
英
雄
的
像
」

E
-
T
-
C
)

か
ら
み
て
も
、
草
分
け
中
の
草
分
け
と
し
て
ま
ず
挙
げ
る
べ
さ
で
あ
ろ
う
じ
佐

に
、
一
九
一
一

0
年
代
で
は
謝
球
心
バ
「
斯
人
独
佐
一
作
」
「
寄
小
説
H

お
い
「
以
官
ー
一

「
別
後
」
「
分
」
「
久
、
、
児
姑
娘
」
)
と
、
品
川
行
込
一
、
「
此
郷
」
「
社
戯
レ
「
一
肌
的

高
劇
」
〕
が
あ
り
、
一
九
一
一
…

0
年
代
に
は
張
天
斑
(
(
「
大
林
和
小
林
…
一
一
件

尋
常
事
」
「
奇
続
的
地
方
」
「
奇
仰
い

E
e
T
-
c
v
、
老
合
ご
小
域
的
生

日
」
〕
、
刈
大
木
山
ハ
「
一
一
一
児
法
学
記
い
の
ち
「
京
年
レ
と
改
名
)
、
巴
金
(
求
訴
柴

「
長
生
場
」
)
、
了
玲
〔
「
一
級
米
出
舵
的
槍
弾
i

一
「
松
子
」
〕
と
や
斗
多
彩

に
な
る
。
、
が
、
才
人
張
天
翼
の
議
場
に
よ
っ
て
漸
く
本
格
化
し
よ
う
と
し
た
中

間
の
児
童
文
学
は
、
一
九
三
七
年
、
抗
H
戦
争
の
勃
発
を
境
に
、
活
動
停
止
に

近
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
児
童
文
学
の
谷
間
と
も
一
J

日
う
べ
き
戦
乱

期
で
あ
り
、
注
日
す
べ
き
事
柄
と
し
て
は
、
戦
争
児
章
一
文
学
の
初
弦
場
が
あ
一
る
。

こ
の
第
関
本
〈
円
抗
日
戦
と
内
戦
の
時
代
μ

)

は
、
扱
っ
た
作
品
数
も
少
く

〔
「
一
件
寄
小
読
者
」
〈
謝
球
心
)
「
蝦
球
お
」
〈
賀
谷
柳
)
「
間
流
水
的
一
核
予
約
」

(
周
市
文
〉
「
小
英
雌
雨
米
」
(
管
様
)
「
新
児
女
英
雄
伝
」
(
孔
版
・
実
静
口
、

又
、
実
態
も
資
料
不
足
の
為
摘
み
切
れ
ず
、
残
さ
れ
た
問
題
の
多
い
個
所
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
そ
し
て
次
の
第
五
京
(
円
新
中
間
成
友
以
後
μ

)

に
於
て
、

中
国
の
児
意
文
学
は
大
き
な
飛
躍
を
み
る
わ
け
で
、
私
自
身
も
こ
比
重

を
よ
り
主
く
児
、
ス
へ
:
ス
も
肢
も
多
く
さ
い
て
い
る

、
、
、

〉
こ
J

O

E

J

f

才

4

二、

1
レ
口
1
7一
三
ト
ド
7
口
〉
ト
ト
ヂ
ド

:lJ
「

v

J

h

」

3
寸ノ
M
W

一

し

り
y
d
H
4
J
1
勺
グ
i
仁
什
い
バ

U

/
了
、
，

y
-
Jト
f

行
る
か
と
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
)
の
数
が
ふ
え
、
そ
の
性
絡
も
変
っ
た
り
例

え
ば
、
戦
前
の
児
京
之
学
の
担
い
子
、
ー
か
、
み
な
討
作
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い

た
作
家
述
で
あ
っ
た
の
に
一
K
L、
戦
後
の
作
品
に
は
、
無
名
の
一
新
人
の
干
に
よ

っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
作
品
数
も
初
出
川
激
増
し
た
。
そ
れ
は
作
品
名
を
列
記

す
る
だ
け
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
紙
出
で
は
不
可
能
と
忠
わ
れ
る
数
で
あ
る
。
従

勺
て
日
}
こ
で
は
作
品
・
作
京
名
は
者
時
す
る
が
、
私
は
ブ
て
れ
ら
の
作
品
を
、
戦

争
リ
ア
ゾ
ス
ム
京
一
品
、
身
辺
リ
ア
リ
ズ
ム
泣
話
、
幼
・
低
年
内
主
メ
ル
ヘ
ン
古

江
川
;
:
:
そ
の
恨
の
系
列
に
分
け
て
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
。
作
品
そ
り
も
の
の

完
成
~
泣
か
ら
み
れ
ば
、
戦
前
一
い
比
べ
て
飛
躍
的
と
は
一
一
一
日
え
ず
、
む
L
ん
劣
っ
て

、
Z
Aい灯、
7
少
、
、
主
、

i
L
h
J
v
f
~
出子

1d
ド
ハ
リ
ド
リ
長
さ
し
、
一
し
‘

L
工
下
、
ハ
コ
ヱ
ド

L
7
4
1
U
J吐
会
/
L
J
J
μ

り
y
j
H
H
H
J
f
一一手ーが
i
，v
、耳治判別
gmJ
一
に
ふ
什
一
イ
ノ
1
1
ノi
i
F
i
ノi

一
川
一
i

児
京
文
学
選
、
)
が
出
三
れ
る
な
と
、
む
気
込
み
の
ト
ハ
…
で
全
く
戦
前
と
は

追
っ
て
い
る
。
説
夜
で
も
方
面
に
よ
っ
て
は
(
少
年
小
説
な
ど
)
口
本
を
泊
い

越
し
て
い
る
と
♂
一
川
え
る
が
、
も
し
両
国
が
今
の
ま
ま
行
け
ば
、
中
川
川
の
児
主
文

学
は
い
つ
か
日
本
を
全
凶
的
に
追
い
越
す
で
あ
ろ
う
に
と
、
こ
れ
は
結
一
山
と
し

て
つ
け
加
え
た
私
の
私
日
ん
で
あ
る
。

( 35 ) 

北
京
語
の
勾
末
に
お
け
る

助
詞
の
機
能
と
用
法
に
つ

い
て

牧

野

J_' 号、N
i円ノ
ょF'Y

夫

外
国
訟
を
学
ぶ
場
合
に
、
多
く
の
間
難
な
問
題
に
出
会
う
。
そ
れ
は
、

わ
れ
が
日
常
一
用
い
て
い

わ
才工

ら
現
在
に



連
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
つ
ど
の
言
葉
も
、
相
手
に
意
志
を
伝
達
す
る
こ
と

を
は
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
心
中

間
誌
も
そ
の
例
に
も
れ
る
事
な
く
、
文
章
な
り
会
話
な
り
の
持
っ
て
い
る
大
三

十
川
川
る
こ
と
が
で
き
て
、
も
、
九
一
行
か
れ
話
さ
れ
て
い
ブ
21口
業
の
経
ば
非
常
に
つ
か

み
に
く
い
。
特
に
文
法
上
功
誌
の
範
時
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
一
品
業
は
文
末
に
主

に
つ
い
て
、
一
品
一
の
気
持
ち
を
添
え
る
機
能
主
持
っ
て
い
る
。
的
問
白
休
を
抽
出

し
て
も
具
体
的
な
意
味
は
持
た
な
い
の
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
助
詞
の
来
た
す

役
割
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
み
た
い
と
考
え
た
。

八
従
米
の
研
究
か
ら
見
た
問
題
点

V

先
、
ず
、
助
討
が
従
来
文
法
上
ど
の
よ
う
に
位
授
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
比
較
検
討
し
て
み
る
。
研
究
'
誕
の
各
々
に
よ
っ
て
呼
称
も
定
義
の
下
し
方
も

宅
一
£
コ

C
ほ
り
、
混
じ
じ
せ
〉

L
J
H
?タ
ム
ド
ド
レ
ト
む
ら
コ
こ
り
与
ニ
?
?
〉
ド
で

HHd-g

L

J

j

:

キ

j

e
ム

H
Z
U
ノ
ノ
ー
笑
ヰ
タ
rch
、
印

1
f
d
1
3
j
t
J

ぴ

i

、

R
Eと

な
る
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ハ
け
口
一
加
の
つ
け
ら
れ
た
功
一
一
川
ハ
鳴
・
児
な
ど
〉
に
つ
い
て
の
見
解
は
ほ
と

ん
ど
一
致
し
て
い
た
こ
と
。

り
つ
了
」
と
「
的
」
を
抑
制
に
加
え
る
場
合
の
分
類
の
仕
方
は
、
い
く
つ

か
の
災
な
っ
た
怠
見
、
い
か
け
μ
ら
れ
た
り
「
了
い
は
料
出
と
し
て
の
用
法
と
、

純
粋
に
助
制
と
し
て
の
用
法
と
の
二
通
り
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

「
的
い
は
仙
の
助
詞
と

K
別
し
て
扱
っ
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
り

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
用
法
の
と
で
も
特
に
ぺ
了
」
と
「
的
」
と
は
、
位
の

一
般
的
な
防
訓
と
は
川
内
か
相
述
、
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
巧
え
、
山
ド
ベ
阪
の
用
例

士
一
品
べ
る

h
h府
市
川
出
と
し
た
り

:

:

J

i

d

-

-

J

;

 

八
用
例
の
ト
い
か
ら
見
た
問
題
点

V
ド
~
ほ
お
っ
刊
行
川
川
1
l
ど
川
川

7
x
こ
o
h
h
i
九，
j

こ

f
k山
い
い

v
f
u
v
f
}ノ
'
u
b
J
J
C
二
三
品

J

J

/

j

l

s

t

q

〈

J
L
1
J

、
こ
り
ゴ
〉
?
千
け
〉
代
"
に
j

h

コ'万寸心

，γ

!

j

し
F
J
J
L
U
/
r
r
-
H
U
泣
1

/ノ
カ
F
A
n
u
r
r
d

の
使
わ
れ
て
い
る
街
一
併
を
抜
き
出
し
て
、
同
一
の
助
詞
別
に
類
似
の
用
法
を
整

理
し
た
む
助
詞
広
一
'
殺
の
文
案
、
よ
り
も
会
話
三
多
く
あ
ら
わ
れ
る
事
か
ら
剥
心

脚
本
を
用
い
た
。
結
果
を
一
安
約
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

付
「
了
;
一
ば
介
入
中
、
文
京
を
問
わ
ず
、
訪
問
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が

非
常
f

t

{

多
い
の
会
話
で
は
「
勃
一
刊
十
「
了
」
十
簡
単
な
祭
誌
」
の
形
が
最

も
多
く
見
ら
れ
た
り
ま
た
「
!
ア
j
了
」
と
い
う
形
は
会
話
に
は
少
し
し

九
'
f
J
い〕コ工」「血、。

J
ム

t
i
J
r
t
V
3
Y什
ヲ
ザ

/

S

L

け
J

「
判
)
が
文
末
に
添
え
ら
れ
る
と
き
、
単
に
前
に
来
る
古
川
英
の
未
定
の

音
に
よ
る
影
響
だ
け
で
「
冴
」
「
住
」
等
に
変
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

住
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
つ
寸
サ
」
の
つ
け
ら
れ
る
文
に
は
疑
問
を
あ
ら

わ
す
も
の
が
多
い
事
な
ど
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

一

河
川

「

児
ー
一

と

「
卿
」

と

の
関
係

に

つ
い
て
も

一
三
え

る

。

っ

、

「

附

怖

い
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い
A

り
、
れ
る
o

M
W

「
的
{
一
は
三
と
と
呼
応
し
て
用
い
る
例
が
、
文
末
に
つ
く
も
の
の
う

ち
約
半
数
人
ぱ
占
め
て
い
る
。

ω
用
誌
の
少
な
い
均
一
一
一
川
(
例
、
助
、
攻
な
ど
〉
ば
口
一
掃
を
つ
け
て
あ
ら
わ

し
て
い
る
つ

L
Z

ヱ
レ
一
人
ソ

w

i

，丸、
f
M

件に
f
一、一

J

ノ
r
v
i
t

ス
ジ

月
け
f
l
H

子、4
1
1
M
3

、し、
J

Q

作
い

1
1
1
μ
[ノ
F
J
j

コノ。

ら
山
に
し
た
い
と
与
え
プ
?

本
来
の
幼
川
法
、
ト
ヱ
マ
パ
廷
の
米
一
位
日
何
ら
か
の
官
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

τ
)
/
L
Vぃ
Y
F
h
h
yぺ
1
1
0
勺
咋
ょ
う
p
y
-
d
J

、J
h

、
F
1「
£

u

よ

心

ん

/

ノ

一

こ

/

ソ

ド

一

」

γ

ノ

2
5
省

、

仁

ず

れ

て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
疑

に
ま
と
め
て
、
助
討
の
性
質
に
つ
い
て
的



る
音
を
表
わ
す
日
的
で
そ
れ
と
類
似
の
発
音
を
持
口
一
加
を
つ
け
た
ん
千
を

用
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
で
、
「
了
」
と
「
的
」
は
「
将
」
や
「
児
」
な
ど
の

劫…一一仰とは
m
列
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
百
え
る
。
「
了
い
と
…
t

的
し
は
文
の
末
足

以
外
に
も
用
い
ら
れ
る
場
合
が
非
憶
に
多
い
。
し
か
し
「
了
い
と
「
的
い
が
知

似
の
用
法
を
持
つ
助
制
で
あ
る
と
は
一
一
2

川
い
得
な
い
。
用
法
の
上
で
こ
の
ご
つ
も

種
々
の
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
訪
気
合
計
誕
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
〉
と
切
吋
の
機
能
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
と
、
会
話
自
体
も
そ
の
誠
一
ず
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
仕
気
持
を
表
わ
す
こ

と
が
で
き
る
。
助
一
一
刊
の
栄
た
す
投
開
は
あ
く
ま
で
も
一
品
気
伝
注
を
す
る
柿
山
的

な
も
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
が
助
制
に
よ
っ
て
の
み
い
い
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

、。、
L
V

助
一
刊
の
用
訟
の
詳
'
制
な
部
分
に
つ
い
て
ま
で
は
研
究
を
進
め
る
~
)
と
が
で
き

ず
、
疑
問
提
出
の
松
皮
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
中
間
以
山
に
つ
い
て
の
関
心
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
主
義
が
あ
ア
に
と
考
え
て
い
る
。

孟

子

τ
γ
i
3
.
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R
ψ
J
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i
i孟
子
の
庶
民
税
を
中
心
に
i
i
l

の

fs 
I/J、

f
寸

J
4
ぺ.

犬

お
の
よ
う
な
題
目
を
、
王
者
の
氏
、
務
者
の
氏
、
先
一
主
の
氏
、
仁
政
と
氏
、

強
授
と
民
、
天
と
民
、
禅
譲
放
伐
と
氏
、
階
級
制
度
と
氏
、
生
産
と
氏
、
教
背

と
氏
、
戦
争
と
氏
、
等
の
項
目
に
分
類
し
て
考
え
て
み
ず
し
た
。
そ
の
中
の
一

つ
、
「
戦
争
と
民
」
‘
の
中
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

、
(
中
略
)
我
能
潟
君
約
興
関
、
戦
必
克
、

f
t

、
付
先
也
、
ハ
ル
リ
小
J

〉

O
右
人
目
、

L
a
・ta
e
¥

げ
わ
れ

ν')一
v
Z

戸、

京
ぃ
イ
似
た
れ
込

jE  

ハ
文
ム
ル

1
3張
、
ふ
ヘ
ド
也
、
「
誌
、
じ
)

4
4
一-
1
4
λ
n
n
q

一
ノ
ー
二
千
L

f

I

J

L

比又¥・
1
p了
、
予
定
人
女
、
凡
又
¥
与
え
、

L
C

T
ノ
先
制
F

ム

J
4
i
耳
元
/
主
主

次仏
U
V
A
1
%

へ必川口、ト、刊、

L
H主
ね
ー
と
年
1

11
、?"口勺一
2
N
N
H

了
j
J
J

、、工三ロ止仁寸

ei川
山
一
け
れ
わ
ト
一

J
W
U川
入
4
z
l
一、約三

γ
i
1
1
4
U

ノ
f

J

J

一
引
い
引

4
λ
i
J
Jノ

ド

γ

次
之
、
ハ
総
主
)

注
予
は
、
戦
争
、
が

k
tナ
だ
と
い
う
者
は
、
日
以
上
の
京
別
に
服
す
べ
き
だ
と
し
、

話
伎
を
述
命
せ
し
め
て
冗
に
攻
伐
せ
し
む
る
者
(
ん
が
奈
・
張
儀
の
知
〉
は
、
そ

の
一
次
の
別
に
出
す
べ
き
ど
と
し
た
心
ね
主
の
為
に
佼
略
的
な
桜
山
辺
な
戦
争
を
起

こ
し
、
土
地
が
欲
し
い
坑
づ
い
戦
争
を
し
て
、
人
企
殺
し
め
る
に
五
つ
て
は
、
不

い
も
の
で
、
そ
の
界
の
大
な
る
戸
)
と
、
死
刑
で
も
前
い
き
れ
な
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に

HPY
工、

不
和
紅
白
也
、
と
一
一
一
は
っ
て
い
る
よ
う
に
、

人

y
:
;
ι
V
二
」
J
-
J

こ
作
品
主
品
、
J

J

主
工
、
こ
/
、

lFAv
し
己
主
;
メ
仁
4
7
7
u丹
』
t
L
↑

J

、、

}
ζ
i

舜
J
V
」
称
し
た
よ
う
に
、
紅
伐
を
論
ず
れ
ば
必
ず
湯
武
を
称
し
た
ら
琵
し
そ
れ
は

氏
を
治
む
る
に
は
発
舜
に
誌
ら
な
け
れ
ば
恭
を
為
し
、
軍
隊
を
川
い
る
の
に
湯

武
に
法
ら
な
け
れ
ば
、
乱
を
為
、
一
?
と
考
え
た
一
か
ら
で
あ
ろ
う
。

。
話
回
、
湯
一
征
JH一
応
始
、
天
下
信
之
、
東
部
市
征
、
国
一
一
列
怨
、
南
国
市
紅
、

北
獄
怨
、
日
実
怨
後
我
、
民
望
之
、
治
大
卒
之
詔
一
雲
琵
也
、
野
市
不
止
、

活
時
百
年
、
芝
大
党
、
お
一
日
ヨ
、
沼
〈
孜
J

日
、
舌

;
1
1
i
j
;
i

一一j

!

?

:

j

j

来
兵
法
、
(
染
怒
王
)

~五、
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也
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:京
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!誤之
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遊
水
火
也
、
如
水
金

高

章

一

之

閥

、

以

迎

王

郎

、

深
、
如
火
金
熱
、
亦
運
市
己
点
〈
ラ
〈
梁
窓
王
)

孜
子
は
、
征
伐
の
道
は
、
民
心
に
版
っ
て
民
心
が
悦
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
。
そ
し
て
征
伐
は
暴
露
な
羽
主
を
諒
し
て
一
白
姓
を
一
年
ん
ず
る
一
た
め
で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
征
伐
の
資
格
を
有
す
る
者
は
「
天
支
i

一
、
即
ち
天
立

を
受
け
た
右
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
晶
子
は
、
以
内
の
逃
げ
る
の
を
防
ぐ
に
問
境
の
限
界
合
以
て
せ
ず
、
日
出

を
県
川
附
に
す
る
の
に
山
谷
の
脱
出
を
以
て
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
天
下
を
威
嚇

す
る
の
に
兵
卒
の
鋭
利
吉
以
て
し
な
い
こ
と
な
主
張
し
た
む
こ
れ
は
、
門
伝
子
が

一
片
の
は
が
公
に
説
い
た
、
九
一
間
行
部
糧
食
、
飢
者
弗
人
民
、
労
者
弗
忠
、
問
問
符
議
、

印
刷
乃
作
感
、
方
命
ー
肘
民
川
〈
然
一
地
主
)
の
ご
と
き
人
民
の
惨
日
傷
心
の
有
慌
を
F

弘

子
白
身
目
撃
し
、
ま
た
孟
子
の
時
代
は
、

UJm有
一
小
暗
殺
人
者
、
別
天
下
之
氏
、

持
引
倣
一
山
町
公
之
会
、
誠
如
是
也
、
民
的
之
、
出
水
之
就
下
山
然
、
設
能
禦
之
、
点

り
ミ
と
き
状
態
で
あ
ケ
た
か
ら
、
人
民
一
り
支
持
を
作
た
殺
が
必
ず
勝
っ
と
一
信
じ

た
。
日
」
の
こ
と
は
、
一
五
子
が
一
大
町
・
地
利
・
人
引
の
一
一
一
叫
ん
引
の
一
中
、
人
和
を
以
て
第

一
と
為
し
、
ー
川
川
辺
布
多
助
、
失
活
者
広
助
、
非
山
之
去
、
親
戚
昨
之
、
多
助

之
京
、
天
ド
断
之
、
以
天
下
ウ
/
一
一
昨
服
、
攻
税
減
之
一
所
昨
、
故
浩
子
有
不
戦
、
戦

必
勝
点
〈
J
J

〈
公
係
仕
)
の
一
口
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ゾ
?
っ
し
、
戦
中
立
止
む
な
得

、
さ
る
に
至
っ
て
始
め
て
為
す
べ
し
と
い
う
、
一
平
和
ド
一
義
去
で
あ
っ
た
こ
と
も
鋭

、ハナ
f
J
O

}し
Y

ノ

J
I、
/

彼
は
人
民
の
支
持
を
得
た
戦
が
必
ず
勝
っ
と
一
一
一
日
じ
て
い
た
か
ら
、

J
U
L
民
怠

に
反
さ
は
州
立
を
剣
山
仇
し
た
戦
に
五
つ
て
は
、
断
じ
て
彼
の
指
弾
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
科
の
好
戦
将
軍
松
子
合
戒
め
て
、

m
v
E

小
敬

N
m
M之
、
前

之
扶
氏
、
玖
氏
名
、
一
小
山
廿
於
先
舜
之
秋
、
い
と
ら
づ
一
日
い
、
川
県
の
恵
子
必
の
不
仁
を
弾
劾

し
た
の
は
、
そ
の
川
北
山
、
が
円
以
土
地
之
故
、
摩
川
附
其
川
人
前
戦
之
、
F
h

た
る
に
あ
る
へ
一
一

「
捜
神
記

研
9..'0 
プし

大

野

雄

JFir-

「

fr
午
沼
」

月

詩

「

じ

U

G

巴

第
一
節
研
究
目
的
及
び
万
針

①
勺
捜
神
記
ー
一
を
通
し
て
民
衆
の

⑨
物
語
文
学
の
始
源
的
役
山
仰
を
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
、
が
、

、O
K
L
V
 

そ
れ
を
究
め
た

て。

妻
べ
期
訪
を
わ
武
谷
・
乳
母
を
瓦
一
う
。

(
;
i
i
J
}
{
1
i
i
j
i
:
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※
要
す
る
に
、
ぷ
十
本
的
な
研
究
方
針
、
研
究
態
度
と
し
て
工
、
及
品
文
学
と
し

て
の
一
;
捜
神
ぷ
一
と
い
う
線
で
挑
め
て
い
く
り

第
二
郊
作
品
及
び
ル
作
者

ι
つ
い
て

付
作
活
ず
一
つ
い
て

ω作
石
崎
伝

tLnの
干
宝

M
W
制
第
一
怠
凶
;
一
ー
及
川
川
内
(
部
一
ー
出
抑
ぷ
:
一
〉
安
述
、
亦
足
以
宅
明
一
班
点
之

不
一
品
也
バ
一
と
あ
る
つ
(
序
之
に
〉

一
口
作
品
二
つ
い
て

一
行
古
川
門
川
刊
号
京

(
1
)
i
i
f
i
J
 

川
ノ
仏
久
L
j
L

ド
ド
い

L
1
1
H作
品
「
け
し

/

ト

μ
r
i
〆
l
i
1

円

yt--sん
V
2
4

，
…
十
連
本
と
八
巻
本
H

《
一
十
巻
本
の
方
が
は
山
内
の
市
影
を
よ
く
伝

え

て

い

る

に

於

て

も

一

キ

ス

ト

と

し

て

1
j

、
J
ヲ
/

リパ
h
L
4
3
〆
川
、
日
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いすい
h
七
一
円
山
s

〉
い
在
一
川
ゲ
O

H
M
J
1
虫
庁
主

'
U
1ド
ん
寸

門
本
論
〕

第

一

本

作

品

分

析

第
一
節
「
捜
神
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の
時
成

ハ
け
巻
数
1
八
上
二
十
巻

斗
ゴ
古
〉

f人

l
u
-
-
u
、一
ujtj

tLf川
、
ぴ
ず
4
1
1
υ
い

]
l
J
ノ

J
i
pい〉
ト
s

川

付
巻
別
と
可
一
仙
の
内
山
行
目
似
通

形
跡
が
瓶
え
ヴ
心
。

刊
日
前
の
分
知
土
…
…
十
一
の
モ
チ
ー
フ
に
分
け
る
。
〈
似
し
、
単
一
の
そ
ナ

ー
フ
か
ら
成
る
誌
は
稀
で
、
多
く
は
い
く
つ
か
の
モ
チ
ー
フ
が
集
ま
っ

て
、
一
つ
の
訴
を
形
成
し
て
い
る
)

の
動
物
部
、
。
人
物
伝
説
、
。
地
名
伝
説
、
@
神
仙
道
ハ
山
部
、
ゆ
雨
乞

い
部
、

θ
神
と
人
と
の
交
渉
部
、
⑤
説
(
郷
一
部
、
⑦
子
j

口
部
、
①
予
感
・

予
知
諮
、
③
占
ト
部
、
@
恋
愛
・
結
婚
話
、
⑨
復
時
一
一
湖
、
均
一
妖
任
・
化

物
一
点
、
@
夢
郎
、
⑨
風
俗
同
州
川
中
日
持
、
@
孝
行
部
、

Q
徳
/
日
・
六
節
持
、

。ω報
山
川
山
部
、
一
博
学
強
覧
一
潟
、
@
一
例
納
の
凶
縁
持
、
⑦
神
仏
の
中
試
験
詳
、

の
り
側
一
安
部
、
市
川
紙
生
部
、
③
一
一
一
一
川
葉
の
由
来
諮
、
の
い
均
伝

⑦
一
変
身
・
変
性
説
、

て
い
る
ぷ
加
に
巻
な
ま
と
め
よ
う
と
し
た

d
A

、
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ノ
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ヲ
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J

A

ジ
u
m
i
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あ
る
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衆
的
で
あ
る

長
虫
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十
小
円
子
シ
一
J
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r
p
j
f」
、

グ

ペ

d
c

ト

を

兵

ふ

l
'
j
/

十

も

v

l

L

v

r

り
お
任
と
し
て
の
ぺ
捜
沖
記
」
い
れ
川
一
小
仰
の
数
、
稲
川
知
も
山
叫
ん
品
で
、
ト
一
仙
陀
の
代

表
的
作
品
と
い
え
る
心

第
A

d

川
山
中
ば
九
人
学
山
ん
に
お
け
る
叶
一
般
神
記
」
の
い
i

け
め
る
役
目

¥
寸
仏
ツ

μμ
主
山
子
〉
久

1
1勺ノ
af
じ
よ
一
し
f
L

f
T
4
7
口、

y
J
f
一
び
九
州

F
'
h
υ
1
3
J
f
t
v

か

1
7
ゴ
A

八一

t

J

1

i

w

、ふ
i

人三
i

h

リ
ノ

ι

J

V

A

H

L

気
付
ぺ
二

5
1
i

い
い
什
以
刊
υ

、r
j
'
h
υ
vイ
仏

wzノ

第
一
節
「
後
一
神
ゴ
ル
ー
…
に
見
ら
れ
る
民
衆
の
考
え
方
、
阪
壊
、
信
仰
及
び
風

谷一氏川河

{
|
'
コ
l

j
;
:
;二
1
1
1

て
)
b
s
k

・
J
午
柄
引
氏
別

/
十

¥
γ
f
J
'
i
v
〉

〈

つ

乃

イ

ん

Y
4
4
1

、
7
J

、
ハ
、
仁
三
女
〉
古
川
川
主

4

μ

!

M

H

小
F
i
A
ν

才
苛
れ

4
}
t中
L
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推
突
し
て
い
る
。

け
蘇
生
お
に
対
す
る
見
方

ー
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
歓
迎
す
べ
き
も
の
、
縁
起
の
よ
い
も
の
と
見
て

い
る
。

州
問
霊
(
日
山
見
)
観

ー
陶
霊
を
し
て
、
風
流
で
、
お
人
よ
し
で
、
間
の
抜
け
た
憎
め
な
い
も

の
と
見
る
傾
向
が
強
い
。
又
、
こ
の
よ
う
な
見
方
の
反
4

吹
か
、
赤
や
山
内

(
起
も
あ
る
)
が
多
い
の
は
興
味
深
い
。

一
ル
蛇
に
対
す
る
見
方
・
性
格
づ
け
i
妖
怪
的
な
も
の
、
歓
迎
す
べ
か
ら

ざ
る
も
の
と
日
(
て
い
る
つ
・
悦
格
づ
け
日
愛
玩
動
物
、
番
犬
、
忠
誠
な
動
物

ー
/
」
日
ん
て
い
プ
ハ
V



③
一
馬
に
対
す
る
見
方
'
性
絡
づ
け
l
悦
格
は
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

争
虎
に
対
す
る
見
方
・
性
格
つ
け
l
神
聖
な
動
物
、
忠
一
誠
一
な
動
物
と
見

ら
れ
て
い
る
。

⑤
狐
に
対
す
る
見
方
'
れ
格
、
づ
け
1
妖
任
変
化
を
働
く
動
物
と
見
て
い

p
v
J
O
 

v
i

〈

※
右
の
他
、
隊
、
学
、
猿
等
、
合
計
六
十
一
九
種
、
延
べ
百
間
十
七
話
(
全
休
の

M
ぎ
に
動
物
、
が
弦
場
す
る
が
、
動
物
観
余
件
の
特
徴
と
し
て
は
、
問
問
羊
、

つd能
等
の
身
近
な
、
お
と
な
し
い
符
の
動
物
ま
で
も
、
妖
長
変
化
と
見
る
傾
向
が

強
い
こ
と
で
あ
る
。

-
b
J
L
H
J
 

「
会
刷
シ
刷
、
~

P

J

N

G

V

ヘハ

之

す

ζ

ニ
FI" 

「
蕉
堅
稿
」

に
つ
い
て

Il廷

久

11政

ぷ
…
県
稿
は
、
五
山
の
詩
的
絶
海
の
詩
文
集
で
あ
る
。
卒
業
論
文
を
か
く
に
あ

た
っ
て
は
、
範
出
を
詩
に
限
っ
た
り
お
も
に
や
っ
た
こ
と
は
、
絶
海
の
詩
の
特

徴
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
か
、
又
絶
掃
の
生
誕
に
わ
た
っ

て
、
大
き
な
桜
山
納
付
を
あ
た
え
た
友
人
て
も
あ
り
、
宗
門
上
の
兄
郁
子
で
も
あ
る

山
設
住
一
周
一
一
戸
川
と
の
関
係
、
人
別
し
て
か
ら
郎
本
し
、
詩
文
の
一
方
出
で
午
、
ふ
と
ニ
ら

の
大
き
か
っ
た
J

半
減
京
梯
を
は
じ
め
と
し
て
、
消
述
懐
問
、
用
点
綿
良
な
と
の

人
々
と
の
関
係
等
で
あ
り
、
作
持
、
絶
句
、
小
山
一
一
一
川
、
長
作
よ
り
な
る
誌
の
問
解

鍬
伎
な
め
ざ
し
、
人
的
中
の
作
に
京
市
…
を
お
き
、
絶
海
の
持
の
批
評
と
い
っ
た

μ
M
V

こ
£
ペ
ノ
こ
。

ー
サ

/
v
u
v
イ
J

V

4

i

老
子
麗
斎
日
J

一読と

そ
の
日
本
に
於
け
る
流
行
の
特
質

万く

1ち

殺
人
ベ
日
本
人
は
独
J

り
の
思
想
件
系
と
一
お
う
べ
き
も
の
や
一
作
り
だ
し
た
こ
と
が

な
い
c

こ
の
こ
と
は
日
本
人
が
頼
り
と
す
べ
き
思
想
的
防
波
民
を
持
た
ず
、
外

来
忠
恕
に
対
し
て
常
に
受
身
で
あ
り
、
掠
め
て
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
れ
本

的
な
際
問
で
は
な
い
の
か
。
そ
し
て
又
そ
の
朱
一
新
さ
れ
た
状
態
が
近
来
の
思
恕

的
混
乱
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
ま
あ
こ
ん
な
生
立
気
な
考
え
か
ら
、
私
は

歴
史
仁
一
般
め
て
特
兵
な
思
想
的
伝
掃
の
形
を
持
っ
と
忠
わ
れ
る
江
戸
咋
代
の
老

子
震
斎
日
義
雄
行
の
跡
JY
追
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
c

一
体
行
本
に
於
て
は
律
令
制
の
時
代
か
ら
老
子
去
の
占
め
る
位
貯
は
さ
ほ
ど

お
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
大
学
祭
で
の
履
修
教
科
に
老
子
が

ム
…
ぬ
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
成
代
の
学
制
で
も
そ
う
な
っ
て
い
る

の
な
ら
驚
く
こ
と
も
あ
る
ま
い
。
、
れ
ん
が
唐
代
は
特
殊
事
情
が
あ
る
と
は
い
え
、

老
子
舎
は
注
視
さ
れ
、
大
学
の
履
修
科
日
と
す
る
戸
」
と
は
勿
論
、
科
訴
の
試
験

に
も
採
川
F
C

れ
H

名
一
ず
に
述
ぜ
ざ
る
者
は
引
に
仕
ふ
る
を
持
、
ず
μ

と
ま
で
ぺ
い
わ

れ
た
時
代
で
あ
る
コ
し
か
も
老
子
市
、
が
斥
け
ら
れ
た
こ
と
を
除
け
ば
慌
の
学
制

は
殆
ん
と
そ
り
ま
ま
日
本
の
九
千
制
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
中
間
文
物
の
摂
取

に
大
京
だ
一
~
た
甘
い
UJ
と
(
て
は
、
こ
れ
は
珍
ら
し
く
自
主
的
な
段
、
択
で
は
な
か

っ
'
?
?
っ
九
一
ぐ
ブ
ヘ
，

the-れ
さ
ト
二
之
去
に
j

非
主
人
げ
生
く
う
ら
三
J

三
吉
ド
に
長

/

Y

一

/
4
守
i
j
J
F
J

、i
z
-
-
l
L
rイ
ニ
」
イ
ae--
、

う

』

J
i
-
-
J
i
j
Jゾ
{
ム
!

と
ド
モ
虫
昨
日
れ
の
対
銘
文
J
y
l
比
一
え
乙
心
こ
の
よ
う
に
老
子
が
好
ま
れ
な
か
っ
た

凶
作
凶
は
特
ん
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
需
大
会
な
も
の
は
老
子
の
主
訳
、
か
一
…
ヒ
リ
、
メ
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ム

で

あ

り

ず

、

ミ

と

の

よ

う

、

た

。

清

談

と

か

独
善
主
義
が
口
を
き
わ
め
て
非
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
う
と
察
せ
ら
れ

る
。
新
興
国
に
こ
う
い
う
出
却
が
歓
迎
さ
れ
な
レ
の
は
判
然
で
あ
ん
J

っ
し
、
賢

明
な
拡
控
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
え
も
こ
れ
で
老
子
は
読
ま
れ
な
か
っ
た

と
す
る
の
は
早
計
に
過
さ
る
だ
ろ
う
ひ
平
安
制
初
期
の
日
本
山
見
布
市
一
一
口
引
に
は

一
十
一
一
一
一
川
、
川
上
公
註
以
下
二
十
六
積
の
老
子
解
釈
討
の
名
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら

っ
た
と
は
思
え
な
い
。
た
、
た
快
く
忠
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。

長
汀
寺

t
E
3叫
ん
七
人
自
へ
ヤ

A
t
l
i
-
1
Mむ
l
b
f
l
/
員、

F
転
也
八
乍

f
F
H，
f
l
lぺ一寸
h
r
J
7
1
メ
し
オ
信
号
』
一
ノ
j
v
T
B期
信
右
践
/
V
-
2
j
f
i
i

ら
れ
る
の
だ
が
、
老
子
鹿
斎
日
義
も
こ
の
時
代
に
流
入
し
た
も
の
ら
し
く
忠
わ

れ
る
。
こ
れ
は
市
宋
終
末
期
の
係
者
林
希
逸
の
箸
作
で
、
荘
子
日
義
、
列
子
口

識
と
共
に
…
一
一
子
口
殺
と
称
さ
れ
、
林
緑
山
に
よ
っ
て
訓
点
を
つ
け
ら
れ
制
刻
さ

れ
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
叫
込
用
い
ら
れ
て
い
た
、
州
上
公
…
誌
に
代
り
、
υ

君
子
一
一
一
以
と
し

て
は
政
務
の
待
遇
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

林
希
逸
が
円
以
ニ
タ
裕
之
学

L
P京
市
一
者
自
ニ
光
朝
}
始
υ

と
一
お
わ
れ
た
館
者

林
光
紛
の
後
学
で
あ
る
こ
と
は
日
訟
の
内
符
を
松
山
学
的
な
も
の
に
せ
ず
に
は
お

か
ず
、
希
逸
は
係
老
一
阿
部
と
い
う
立
場
か
ら
老
子
を
見
る
。

2
1
伝
子
一
労
H
J
誌
を
守
口

i
ヒ、

J

3

師
寺
券
、
じ

1〈
弘

十

人

1
1台、
3
9

仁
三
庁

才
ニ
ヰ
モ
ニ

j
計
4
3
r
h
百
riイ
ス

Z
E
-
-
5
5一
上
下
司
ド
幹
二
五
「
J
J
j
ヨ
i

一
J

J

月ド

其
者
特
矯
ド
世
憤
ド
俗
之
辞
、
時
有
寸
二
一
元
大
過
吋
k双ヰ4〆
“
(
老
子
}
震
庶
…
斎
爺
口
5斗一…

山宋ぷ代に
Jも
勺
う
一
つ
の
老
子
仰
鮮
併
と
し
て
蘇
川
轍
杭
の
老
一
子
ナ
義
が
あ
、
り
り
、
こ
れ
は
仏
教

と
老
子
の
獄
似
を
章
一
、
祝
す
る
の
だ
が
、
希
逸
は

中
に
表
明
し
て
い
る
む
た
だ
口
義
に

の…ん全

レ
。
そ
れ
に
し
て
も
大
体
の
傾
向
と
し

て
は
仏
老
不
問
と
い
う
方
向
に
向
い
て
い
る
と
考
え
た
い
。
口
義
の
内
特
で
位

に
自
に
つ
く
の
は
、
老
子
と
荘
子
を
分
離
し
た
こ
と
で
あ
り
、
老
子
は
一
所
諮

H
h

絞
無
H

を
主
張
す
る
者
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
老

子
守
二
、
1
在、い♂むいぜい
L

こ
と
え
と
γ
仁
川
別
立
ニ
ム
Y

ノ
¥
〉
む
広
告
と
二
Z
1
j
J
t
R
r
L
J
J
7
J
K

品

2
1
」
ズ
メ
J
H
L
1
3
‘l
J
J
V
1
1
μ
い
r
u
i
/
一一/
¥
6
2
4
口
元
JJt羽
A
J
4
f
i
J
J
t
L
6
1

引
は
こ
の
よ
う
な
日
義
の
れ
一
位
、
山
，
L

ち

ω者
係
問
民
、
掛
仏
老
不
川
、
川
W
老
円

分
紙
、
川
W
J
小
伝
子
は
い
版
献
な
十
十
一
院
せ
ず
、
と
い
う
こ
と
'
な
ふ
ま
い
え
た
も
の
で
な
く

て
は
な
る
ま
い
り
勿
泊
そ
の
的
に
内
特
が
平
易
で
あ
る
と
か
、
似
学
に
お
け
る

新
誌
の
流
行
に
刺
激
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
む
だ
が
そ
れ
じ
し
て

も
康
涜
口
義
の
流
行
は
呉
常
な
担
で
あ
る
ι

こ
れ
は
か
ハ
張
似
午
と
の
関
係
な
し

に
は
考
え
ら
れ
な
い
c

そ
れ
じ
こ
の
路
行
の
川
引
を
な
し
た
の
が
林
縦
山
で
あ
っ

た
こ
と
も
私
と
し
て
は
見
逃
す
こ
と
は
で
さ
な
い
の
で
あ
る
。
林
緑
山
は
仙
川
げ
ナ

者
で
あ
る
と
共
に
江
戸
幕
府
の
儒
官
で
あ
る
。
係
争
は
官
常
と
し
て
採
即
さ
れ

て
い
た
均
時
と
し
て
は
、
者
子
と
術
学
を
接
近
さ
せ
た
老
子
口
義
は
一
点
桜
好
都

合
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
考
え
る
の
は
小
人
の
う
、
が
ち
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
法
学
を
顧
み
ず
も
っ
と
は
っ
き
り
A
T
H

う
な
ら
、
彼
の
政
治
的
立
見
、
つ
ま、

り
は
江
戸
幕
附
の
政
治
的
い
な
見
な
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
経
山
は
老
子
れ
お
な
さ

、え
利
用
し
た
と
忠
わ
れ
る
節
が
あ
る
の
で
あ
る
。
'
紙
数
の
関
係
で
例
文
を
引
く

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
の
著
作
の
一
つ
、
名
子
抗
抄
の
中
の
兵
事
に
関
す
る

も
の
、
政
一
本
の
沌
恕
を
述
べ
る
も
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な

J

£
、
。

f
f
し

古
代
日
本
で
は
斥
け
ら
れ
た
老
子
は
い
静
止
斎
口
議
の
出
現
に
よ
っ
て
そ
の
椋
子

を
一
変
し
、
江
一
円
ー
時
代
二
米
合
右
の
盛
行
を
み
た
c

こ
れ
は
外
間
的
に
は
不
思
議

と
も
思
え
る
現
象
で
あ
り
、
封
建
体
制
下
の
学
問
の
姿
を
努
髭
さ
せ
、
我
々
に

大
き
な
興
味
と
示
唆
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
。
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南

席

後

主

李

燥

1I時

7乙

、、1
1
a
日
U
7

一〈
F
/

戸/[トト知判、
¥j

作

品

ハ

一

一

例

・

一

品

川

・

文

〉

あ

ら

ゆ

る

一

市

か

ら

李

授

と
云
う
人
間
を
浮
き
彫
り
に
す
る
、
と
沿
う
の
が
こ
の
論
文
の
目
様
で
あ
る
。

今
ま
で
の
彼
に
関
す
る
研
究
は
、
大
体
に
炉
、
て
詞
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
観
が

あ
る
が
、
彼
は
泊
以
外
の
持
・
文
に
も
大
い
に
そ
の
才
能
を
発
出
押
し
て
お
り
、

こ
れ
等
を
総
合
し
て
此
た
時
に
初
め
て
、
彼
の
本
hv!
の
姿
、
が
出
て
米
る
と
思
う

の
で
、
あ
る
。

へ
品
E
J
'

f
1
1〈

認
に
つ
い
て
考
え
て
比
た
時
、
大
ま
か
に
一
五
っ
て
一
一
一
つ
の
時
間
に
分
け
る
事

が
山
米
、
し
か
も
内
科
而
か
ら
も
v

」
の
分
類
は
一
支
出
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
ぬ
文
に
於
て
は
こ
の
訴
の
分
類
に
そ
っ
て
、
時
期
的
・
内
終
的
内
部
か
ら

九
日
・
文
を
ふ
り
分
け
、
総
合
的
に
追
求
し
て
立
た
。
勿
論
、
そ
の
各
々
の
分
類

の
時
代
的
背
立
及
び
手
般
の
生
活
現
坑
と
一
五
っ
た
も
の
を
考
慮
に
入
れ
て
の
上

で
あ
る
。
で
は
具
体
的
に
こ
の
分
加
の
作
品
を
け
ん
て
い
っ
て
み
よ
う
っ

ム
一
一
知
!
万
延
生
活
・
児
女
別
の
歓
楽
生
活

例
、
一
納
珠
(
討
〉

的
抗
初
泊
。
沈
納
似
壮
一
任
比
一
♂
児
街
。

J

づ
人
、
投
与

y
写
裂
の
叫
白
井
け
段
、
野
川
J
/兆
G

L
l

ノ
の
七

'ιur
ヨ
i
Hヰ

P

U
ド
主
{
し
れ
い
打
一
刊

7
2
J
I
1
十全

議
愉
自
殺
浅
投
1
4心
不
京
良
枝
存
謬
布
。

白
E
〈
明
川
町

A
l
p
z
'
i
ワ
メ
ノ

1
4
f
J
1
l
-
1
9
j凋サ、

v
d
a
l
-
h
s勺
4
1
~
1
1
誌
が

t
v
I

子

H
K立
3
2
L
E
E
E
'
o
高
?
-
二
F
;
ミ
4
1
1
F
E
o

制
M
iイ
ノ
払
角
川
刀
封
時
五
日
ヲ
J

ド
将
』
け
品
料

。
、
詩

-
Y一
な
し
り

会
一
類

i
別
恨
離
愁
、

的
、
比
一
一
末
な
哀
愁
・
初
思
・
傷
春

例
、
採
桑
子
(
詞
〉

一
や
前
春
逐
紅
芙
尽
、
K

十
件
態
俳
州
問
。

江戸
3py
レ
了
、
。
ド
，
y、芝
1
d
仁
寸
写

5
0

先
I
R
3
ノ

ス
1
4
H
H
f
弘
子

12HdH75

緑
窃
冷
静
芳
音
断
、
呑
印
成
氏
。

γ
j
芸
、
長
弓
釘
Q
O
F
r
i
c丸一
J
一一て

5
5
¥
;
J
乙
¥

hJλ
刀
M
H
H
以

μ

お
mm山
筏
蕗

Y
3叶ス

)
、
-
ー

!
;
;
:
;
i
;一〉

;
P
1
H
i
l
l

hviLJ2mU5料
開
示
ど
っ
た
部
在
民
住

例
、
烏
夜
帰
(
一
一
刊
)

昨
夜
風
括
部
、
簾
韓
嫌
々
秋
戸
c

燭
残
漏
滴
頻
歌
枕
、
起
坐
不
能
子
。

世
事
滋
随
流
水
、
算
米
一
夢
浮
生
。

九
十
事
各
主
主
資
リ
、
ヒ
ト
会
¥
1
r
b
h
J
f
の

ぬい完
2
1
2
1
γ
2
1
2
ターっ
μ

アイ

例
、
感
懐
(
詩
)

又
け
ん
桝
花
発
山
校
一
楼
問
問
的
存
法
々

た
し
バ
則
川

qeA円J
芝
、
主
Z
J
A
、
4
1
三
4
1
れ
へ
H

一
1

寸王手、仁
L

f
j陀
H
V
M
U
M
μ
Iノ
河
川
叫

/
F
日
ス
ー
す
説
H
H
b
世
じ
め
問
点
μ

A
lえ
庄
一
乏
ー
し
な
百

7
5
2
5一塁ずく一
¥
i
-
f

i
十
砂
金

'ffク
品

川

温

バ

幻

自

殺

供
J

主
司
ド
校

三
二
1
J
ノ
]
ミ

l
J
V
-
J
-
J

ぞ
一
、
い
王
位
~
:
ユ
レ
¥
み
え
2
1
・

2
J午
J

川
一
一
行

H
H
K
I
J
1
ブ
支
お
i
mソ
頗
e
p
kけ

司
、
市
主
γ
ヨ
ケ
九
一
三

O
V

ル
乍

y
f
y
ド
ペ
/
/
一
、
/
¥

・
主
右
進
一
mV444HH
，.維
rH
時
令
刀
、
可
務
野
以
内
泣
い
い
川
。
:
:
ん
が
か
口
之
日
・
;

:
'
体
彼
甲
山
民
、
金
子
託
、
刊
1
1

復
関
今
、
悦
子
H
C
M
m
布
偽
今
相
従
飛
、
川
町
予
4
(十

円山ツ不ト木川川口小川
1
a

去
々
一
竹
山
間
法
々
、
心
蹴
々
今
、
一
以
控
訴
。
無
一
依
之
可
作
。
右

戸つ担門口イーハ市長ド
V

ぅ人、、力
21γ
号
、
誠
司
e
ニヒー、

h
v
へ
必
4
ド
仁
子
ペ
，
l，
o

つ
/
主

:L判
¥
j
j
λ
ι
H
z十
弘

n
h
，
払
1
6
a
J
J
?
~
i
1
4
4
i
イ
サ
一
ド
hriJ

九一一パ的、

1
8宍
ト
工
作
宍
で
JJb
ド十戸

J4司
h

M

リヌ
a
ノ

、

事

〆

2
斤

I
r
ノf
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i

r

a

γ

川

£

4iトj
ノ
一
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i
、
e
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E
-
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h
p
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V
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l
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者
花
秋
業
何
時
了
。
住
事
知
多
少
。

ト
姿
年
交
一
又
い
夜
行
内
心
改
は
一
不
良
叶

:
1
1
Aド。

/
4
4
4
'
H
H

イ
1

J

、i
一
!
h
t
ρ
i
H
i
3
1
3
ヘ

/
e
t
J
I
i

一l
a
i
tノ

l白
B
J
l

住
町
付

.K切
〈
亡
っ
と
り

1
¥
Lい
て
三
久
々
八
む

開
r
l
一一

RγhuUグリルト

1
/
i
ノ
パ
江
戸
v
L一

不
知
都
心
句
幾
多
愁
。
約
赴
一

K
J作
水
内
一
以
流
り

。
、
市
川
・
文
川
町
。

…
烈
・
一
‘
知

ωま
で
の
作
品
が
十
字
削
似
の
川
げ
と
な
る
以
前
の
作
品
で
あ
り
、
一

類
例
、
一
一
一
知
が
大
体
作
以
後
の
も
の
で
あ
ァ
ω
。
伴
以
前
の
作
品
の
特
徴
を
け
む
て

み
る
と
次
の
よ
う
な
叩
」
と
が
云
ら
え
る
。

…
、
李
仰
は
似
人
を
中
心
と
し
て
詠
じ
て
お
り
、
風
示
拍
手
も
人
間
の
動
き
の
美

h-一
七
〉
じ
1
1
t
こ
/
ご
〉
-

J

ハ
ソ
八
ニ
ド
j

〉

?

し

:

、

'

J

O

、
A
dぺ
μ
4
4
jユ
tlL日
1
o
v
-
-
ι
i
J
ヤ
-
P
V
E
4
4
1
L
P
C

一
、
詠
じ
て
い
る
態
度
が
真
端
で
あ
り
、
決
L
て
い
い
加
減
な
表
現
を
し
て
い

ハ
h
h

、o

fj
し

一
、
一
瞬
の
感
情
在
吐
露
し
た
も
の
で
あ
り
、
討
を
作
る
為
に
詞
を
作
っ
た
続

が
あ
る
。

一
、
真
実
の
感
情
に
乏
し
い
。

作
以
後
の
作
品
の
特
徴

一
、
不
幸
な
境
遇
に
於
け
る
仰
は
の
哀
叫
ん
・
悲
愁
が
、
真
実
の
感
情
を
も
っ
て
一
兆

、
じ
ら
れ
て
い
る
A
U

一
、
知
説
的
傾
向
な
し
っ
人
生
を
一
台
定
す
る
ニ
と
な
ノ
¥
真
の
情
を
素
点
二
詠

じ
て
い
る
。

一
、
心
理
出
の
動
揺
が
大
き
く
作
品
に
表
わ
れ
て
お
り
、
政
治
的
に
無
能
と
お

っ
た
彼
の
性
格
が
よ
く
出
て
い
る
。

一
、
抽
象
的
な
物
を
具
体
的
に
表
現
す
る
と
云
う
卓
越
に
た
才
能
が
十
分
己
表

フ
q
し

ア

」

バ

デ

ペ

d
o

i
A
，J
A

q

v

l

L

W

}

/

 

一、

円恐
υ

の
情
、
が
、
こ
の
期
に
於
て
濃
く
表
わ
れ

て
い
ヴ
h
v
o

、
伴
以
後
ぺ
作
者
の
、
人
生
・
運
命
に
対
す
る
感
慨
が
必
く
出
て
い
る
。

入、川川りう引受入山中シれ
in
り
九
三

ノ

j
j
u
/
U
U
I
'
メ

i
い

/

け

υ'う
'
1
1

以
上
で
作
品
己
表
わ
れ
λ

ん
特
色
と
沿
っ
た
も
の
が
大
体
出
せ
た
よ
う
に
思

う
ひ
で
は
彼
が
ど
ん
な
人
物
て
あ
っ
た
か
、
結
論
に
移
ろ
う
の

¥
K
1
L司
/

/
/
弘
前

νd山
¥
Lソ

て
兄
弟
・
内
'
井
に
対
す
る
唆
情
が
こ
ま
や
か
。

二
芸
術
耐
の
才
能
大
、
人
間
の
心
の
動
き
、
又
そ
の
動
作
を
担
え
る
こ
と
に

戸行
J
B
i
J

入。
.
1
J
 

一
、
改
什
巾
こ
ま
川
県
ピ
じ
O

M

』

j
f
i
(
A
J
i

一
、
外
出
不
安
〈
京
の
圧
力
)
に
悩
ま
さ
れ
続
け
、
そ
れ
に
ぶ
つ
か
っ
て
行
く

勇
気
の
強
い
、
気
の
弱
い
平
凡
な
人
間
、
犯
し
あ
く
ま

こ
と
な
く
、
終
始
ま
じ
め
に
事
物
を
見
つ
め
て
い
た
。
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実

践

論

研

究

)京

尚

現

在

の

中

間

、

か

、

渦

中

に

あ

る

こ

と

は

好

み

難

い

事

尖
一
で
あ
る
と
考
え
る
っ
し
、

?
Q
に
、
そ
革
の
内
符
が
何
で
あ
る
か
と
問
わ

れ
る
な
ら
、
ば
、
一
概
に
等
え
何
ぬ
さ
ま
な
問
題
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
勿

論
そ
の
指
導
原
型
、
い
か
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

だ
が
、
始
め
外
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
そ
れ
が
、
中
国
の
ん
伝
統
的
な
茶
一
層
に
、

ど
の
よ
う
に
務
透
し
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
過
程
で
、
来
し
て
変
質
が
行

な
わ
れ
な
か
っ
た
か
。
以
上
の
問
題
怠
識
か
ら
、
今
日
の
中
間
人
に
強



い
思
想
的
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
毛
、
沢
東
の
三
火
山
政
論
」
と
、

彼

が

こ

れ

を

者

わ

す

に

・

思

恕

史

的

背

糸

を

明

ら

か

に

し

よ

う

と
試
み
た
。

「
実
践
、
み
」
は
、

と
巧
え
る
む
従
米
の
そ
れ
が
、
し
ば
し
ば
断
片
的
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ

と
を
忠
う
と
き
、
宅
、
沢
東
が
前
典
的
文
献
を
独
創
的
に
解
釈
し
な
が
ら
こ
れ
を

体
系
的
に
記
述
し
た
こ
と
の
定
義
は
大
、
戸
一
い
c

木
容
の
側
偵
は
、
し
か
し
体
系

化
と
い
う
乙
と
の
み
に
斥
ぺ
き
な
い
。
モ
が
こ
の
中
で
円
以
も
力
を
注
い
で
説
く
こ

と
は
、
浬
論
と
山
中
(
践
の
統
一
と
い
う
間
泌
で
あ
る
。
そ
れ
を
彼
は
、
中
凶
の
伝

統
的
な
表
現
に
従
っ
て
、
「
知
行
統
ご
と
一
一
一
r

問う。

コ
ミ
よ
芝
山
一
こ
上
九
片
山
、
¥
司
、
J
H
ち
小
山
間
こ
工
、
:
七
L
7
1
b
去
、
主
主
J
主
義
、

自
分

/
!
?
t
r
f〉
t
ノ
日
f
f
n
b
t
t
此

UMrfr-ぷ
甘
い

f
f
r託
言

実
践
の
一
一
一
段
階
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
統
一
的
な
認
徹
過
税
の
中
で
結
環
往
復
し

な
が
ら
永
遠
の
発
肢
を
遂
げ
る
、
と
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
に
あ
っ
て
、
社
会
的

実
践
は
、
こ
れ
を
通
じ
て
の
み
悲
か
な
感
性
的
(
感
覚
的
〉
経
験
が
獲
得
さ
れ
、

か
つ
弁
訟
法
的
に
理
性
的
認
識
へ
飛
開
院
し
て
ゆ
く
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ

り
、
…
史
に
ま
た
、
こ
れ
を
通
じ
て
の
み
理
論
の
真
理
性
が
検
証
さ
れ
、
従
っ
て

認
識
の
発
展
が
保
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
絶
対
的
な
根
拠
で
あ
る
。
実
践
の
霊
安

性
は
、
こ
の
二
震
の
怠
味
に
お
い
て
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
突
践
論
」
に

す

T
る
ム
刊
土
、
い
仁
ニ

λ
，
?
日
¥
こ
刀
心
説
、
Jm

干
正
去
内
主
じ
3

か
う
〉
主
命
勺
J
d
ヰけ刈こ

P
2
J
ノj
l
v
i
l
-
-
J
i
」¥
f
t
J
i
一一~-24勺M
U
f
1
ノヨ一;、
I
r
-
-ゴぃ
H
H
H
d
-
3
e
t
H
f
J
I
i
g

関
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
む
そ
し
て
こ
の
e

」
と
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
中
国
的

な
思
考
の
う
ち
で
出
解
さ
れ
、
か
つ
氏
族
的
表
現
を
何
た
と
い
う
こ
と
が
ら
と

合
わ
せ
て
、
の
よ
う
な
認
識
論
が
持
つ
欠
陥
は
J

パ
…
て
お
き
、
次
に
、
何
故
中
川
で
本
記

、
、
要
求
さ
れ
、
い
か
な
る
舵
史
的
訴
訟
を
初
っ
て
宅
れ
京
が
v

か
に
つ
い
て
考
え
ね
、
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
結
論
的
に
言
え
ば
、
中
国
民
族
の

観
性
を
与
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
り

中
凶
社
会
の
近
代
化
が
、
民
族
解
放
運
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
西
欧
に
あ
っ

て
近
代
社
会
を
否
定
す
る
動
力
と
し
て
生
ま
れ
た
共
産
主
義
運
動
が
、
中
間
に

も
た
ち
さ
れ
て
逆
に
近
代
社
会
安
形
成
す
る
動
力
と
な
っ
た
と
い
う
事
情
は
、

思
想
的
万
一
間
に
お
い
て
J

ゎ
独
特
の
様
相
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中

国
の
共
政
主
義
運
動
が
、
外
凶
か
ら
移
入
さ
れ
た
マ
ル
キ
シ
ス
ム
を
い
か
に
民

族
化
し
、
中
国
社
会
を
解
放
す
プ
三
一
川
一
段
と
し
て
摂
取
す
る
か
と
い
う
問
題
に
回

国
し
つ
つ
、
問
時
に
、
近
代
的
、
科
学
的
な
思
考
の
主
体
性
の
確
立
を
泊
ら
れ

た
と
き
、
(

z

史
的
号
制
」
は
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
c

毛
の
円
教
条
主
義
批
判
H

J
1
観
主
義
批
判
μ

(

共
に
一
実
践
論
」
の
平
均
投
な
主
題
で
あ
る
。
)
は
、
外
出

か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
た
忠
恕
が
、
中
国
と
い
う
ま
る
で
異
な
っ
た
土
壌
の
上
に

十
十
日
間
を
続
け
な
が
ら
根
づ
い
て
い
っ
た
過
程
で
必
然
的
に
生
じ
た
問
題
に
他
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

ハ
一
一
一
一
也
教
条
主
義
の
教
条
と
は
、
い
わ
J

ゆ
る
ド
グ
マ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

マ
ル
ク
ス
主
義
の
機
械
的
、
公
式
的
な
解
釈
を
批
判
し
て
用
い
て
い
る
。

「
実
践
論
」
に
お
け
る
感
性
的
認
識
か
ら
実
践
に
主
る
認
践
の
発
展
段
階
、
が
、

自
然
科
学
に
お
け
る
絞
渋
か
ら
完
敗
ま
で
の
そ
れ
に
照
応
し
て
い
る
こ
と
は
一
ば

う
ま
で
も
な
い
心
だ
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
が
も
た
ら
、
戸
れ
る
以
前
の
小
向
に
一
点

代
科
川
市
ゐ
伝
統
い
か
充
分
成
立
し
て
い
な
か
っ
'
に
と
い
う
宇
治
は
、
科
川
一
ナ
的
刀
法

論
の
花
立
と
い
う
任
務
を
、
ル
ル
ハ
民
主
義
運
動
じ
お
わ
し
め
た
の
で
あ
っ
p

た
。
従

コ
て
一
i

完
成
一
副
~
…
い
片
山
、
ニ

ω
訟
に
も
近
代
科
学
上
の
誌
発
…
い
ん
に
よ
っ
て
も
た

ら
5
1れに一一一い人
A
Y
)
J
U
¥
J

り
つ
べ
主
も
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